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四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉　

　

1
月
22
日
、
四
国
森
林
管
理
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、「
令
和
元
年
度
四
国
森
林
・

林
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
石
垣
英
司
局
長
か
ら

「
発
表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
の
方

策
、
獣
害
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
省

力
化
な
ど
多
く
の
今
日
的
課
題
に
つ
い
て

の
研
究
成
果
で
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
内

容
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
な
ど

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

67
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
発
表
会
に

は
、
森
林
管
理
局
・
署
、
大
学
、
研
究
機

関
、
民
間
企
業
等
か
ら
15
課
題
（
特
別
発

表
を
含
む
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

聴
衆
に
は
、
森
林
管
理
局
署
等
の
職
員
は

も
と
よ
り
民
間
事
業
者
、
自
治
体
、
研
究

機
関
等
か
ら
１
３
０
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
会
が
森
林
・
自
然

環
境
技
術
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
Ｃ

Ｐ
Ｄ
（
技
術
者
継
続
教
育
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
民
間
事
業

体
か
ら
18
名
の
受
講
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
8
名
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

四
国
森
林
管
理
局
長
賞
と
し
て
、
最
優
秀

賞
3
課
題
、
優
秀
賞
3
課
題
、
奨
励
賞
4

課
題
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
と
日
本
森
林
林

業
振
興
会
長
賞
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
課

題
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
審
査
委
員
長
の
小
林
功
森
林

総
合
研
究
所
四
国
支
所
長
か
ら
「
通
常
業

務
を
遂
行
す
る
傍
ら
で
の
研
究
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
地
域
、
自
治
体
、
研
究
機

関
と
連
携
を
強
め
て
研
究
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
」
と
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
課
題
（
発
表
順
）
と
審
査

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

○
最
優
秀
賞
（
森
林
技
術
部
門
）

　

四
万
十
森
林
管
理
署�

中
村　

咲
恵

○
最
優
秀
賞
（
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
）

　

三
好
市
教
育
委
員
会�

宮
田　

健
一

　

徳
島
森
林
管
理
署�

丸
田　

泰
史

�

安
光　

圭
一
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○
最
優
秀
賞
（
森
林
保
全
部
門
）

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署�

渡
邉　

由
一

�

中
村
光
太
郎

○
優
秀
賞
（
森
林
技
術
部
門
）

　

四
国
森
林
管
理
局
森
林
整
備
課

�

福
山　

敦
之

�

田
村
ひ
か
る

�

○
優
秀
賞
（
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
）

　

愛
媛
森
林
管
理
署�

中
島　

千
嘉

○
優
秀
賞
（
森
林
保
全
部
門
）

　

香
川
森
林
管
理
事
務
所�

柳
園　

和
男

○
【
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
】

　

四
万
十
森
林
管
理
署�

村
上　

大
輝

　

安
芸
森
林
管
理
署�

武
山　

泰
之

○
【
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
賞
】

　

嶺
北
森
林
管
理
署�

中
田　
　

亘

�

川
口　

慎
弥
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発表順 発 　 表　  課　  題
発　　　　表　　　　者

受　賞　名
所　　　　　属 氏 　名

１
再造林地でのノウサギ食害対策に

ついて（経過報告�）

四国森林管理局

森林技術・支援センター� 副所長
那須　　悟 奨励賞

２

獣害防護柵と忌避剤を用いたノウ

サギ�による被害防止の取組みに

ついて

高知中部森林管理署� 総括森林整備官

係員

渡邉　由一

中村光太郎

最優秀賞

（森林保全部門）

３
南小川地区沖（下）における地す

べり防止対策工事について

嶺北森林管理署� 治山技術官

　南小川治山事業所� �治山技術官

中田　　亘

川口　慎弥

日本森林林業振興

会長賞

４

森林作業道の延伸における森林整

備の実態；愛媛県国有林を事例と

して

愛媛森林管理署

　宇和島森林事務所� 係員

　署� �係員

荒牧　直輝

白石　　快

奨励賞

５
高齢級ウバメガシ林分の更新試験

について

四万十森林管理署

清水・貝の川森林事務所� �森林官補
中村　咲恵

日本森林技術協会

理事長賞

６
生分解性素材を使ったコンテナ苗

の普及に向けて

四国森林管理局

森林整備課� 森林育成係長

係員

福山　敦之

田村ひかる

優秀賞

（森林技術部門）

７
愛媛森林管理署におけるインター

ンシップの取組
愛媛森林管理署� 係員 中島　千嘉

優秀賞

（森林ふれあい部門）

８

木の文化を支える活動（シラクチ

カズラ資源の保全と活用に係る連

携・協力にかかる協定に基づく活

動）

徳島森林管理署� 森林整備官

森林技術指導官

三好市教育委員会　文化財課

安光　圭一

丸田　泰史

宮田　健一

最優秀賞

（森林ふれあい部門）

９

無線とモバイル通信を活用したシ

カわな遠隔捕獲通知システムにつ

いて

香川森林管理事務所� 森林技術指導官 柳園　和男
優秀賞

（森林保全部門）

10
UAV を活用した林分材積調査の実

証について

四万十森林管理署� 係員

安芸森林管理署� 東川森林事務所係員

村上　大輝

武山　泰之

最優秀賞

（森林技術部門）

11

治山ダムの形状の測量における３

D レーザースキャナと UAV/SfM

の比較

高知大学農林海洋科学部� ４回生

准教授

加藤　隆丈

松岡　真如
奨励賞

12
林業安全ゲーム改良版の実施効果

について

愛媛大学農学部生物環境学科

　森林資源学コース� ４回生
安樂　怜央 奨励賞

13
林業用苗木運搬ドローン開発に向

けた取組み� （特別発表）
住友林業（株）新居浜山林事務所 宮城　正明

14

牧野植物園における薬用植物委託

栽培研究～シャクヤクを中心に

（特別発表）

高知県立牧野植物園　植物研究課 西村　佳明

15
四国地方における森林の地下部で

の炭素蓄積量� （特別発表）

森林総合研究所

　　　〃

森林総合研究所　四国支所

相澤　州平

平井　敬三

稲垣　昌宏

令和元年度　四国森林・林業研究発表会 発表課題
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ウ
バ
メ
ガ
シ
植
樹
祭
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉　
　

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

２
月
５
日
、
高
知
県
東
洋
町
野
根
の
別

役
南
山
国
有
林
に
お
い
て
、
ウ
バ
メ
ガ
シ

植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
東
部
の
東
洋
町
と
室
戸
市
で

は
、
古
く
か
ら
木
炭
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
火
も
ち
が
よ

く
煙
が
少
な
い
土
佐
備
長
炭
は
、
高
品
質

な
木
炭
と
し
て
多
く
の
人
々
に
愛
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
佐
備
長
炭
の

原
木
で
あ
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
資
源
が
減
少

し
、
地
域
か
ら
ウ
バ
メ
ガ
シ
林
の
再
生
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
地
域
と
連
携
し
て
、

土
佐
備
長
炭
の
原
料
と
な
る
ウ
バ
メ
ガ
シ

の
人
工
造
成
に
試
験
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ひ
ん
や
り
と

澄
み
わ
た
る
空
気
の
中
、
地
元
の
東
洋
町

長
や
室
戸
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
御
来

賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
総
勢
80
名
で
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
え
た
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
苗
木
は
約
２
千

本
で
、
安
芸
森
林
管
理
署
職
員
が
国
有
林

内
で
種
子
を
採
取
し
、
同
署
の
構
内
で
１

～
３
年
に
わ
た
っ
て
丹
念
に
育
て
た
も
の

で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
が

大
き
く
育
ち
、
地
域
に
還
元
さ
れ
る
日
が

待
ち
遠
し
い
」、「
20
年
後
に
ウ
バ
メ
ガ
シ

が
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
の
か
見
て
み
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
意
義
深
い
植

樹
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
木
が
立
派
に
育
ち
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
林
再
生
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
職
員
一

同
心
を
込
め
て
大
切
に
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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四
国
４
県
の

森
林
総
合
監
理
士
集
う

〈
技
術
普
及
課
〉

　

１
月
15
日
、
高
松
市
塩し

お
の
え江

町
で
四
国
４

県
の
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

等
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
会
と
多
目
的
造

林
機
械
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

四
国
で
は
、
現
在
54
名
の
森
林
総
合
監

理
士
が
地
域
林
業
の
課
題
解
決
・
活
性
化
、

市
町
村
へ
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、

高
知
県
か
ら
各
２
名
、
林
野
庁
研
究
指
導

課
の
西
山
靖
之
森
林
保
全
専
門
官
、
四
国

森
林
管
理
局
か
ら
９
名
の
総
勢
17
名
が
、

森
林
総
合
監
理
士
の
活
動
状
況
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

「
林
業
普
及
指

導
員
と
し
て
の

通
常
業
務
と
平

行
し
て
の
活
動

で
、
森
林
総
合

監
理
士
と
し
て
の
明
確
な
位
置
付
け
が
な

く
、
人
材
不
足
を
感
じ
て
い
る
」「
他
地

域
の
先
進
的
な
取
組
事
例
を
参
考
に
し
た

い
」「
現
場
ご
と
に
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
が
異

な
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
支
援
案
が
必

要
だ
」
な
ど
、
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
松
市
内
の
国
有
林
で
は
、
製
造
・
発

売
元
の
株
式
会
社
築
水
キ
ャ
ニ
コ
ム
の
協

力
の
も
と
、
昨
年
に
新
発
売
さ
れ
た
下
刈

り
と
地
拵
え
を
行
う
機
械
「
山
も
っ
と

ジ
ョ
ー
ジ
」
が
実
演
さ
れ
ま
し
た
。
河
川

堤
防
の
斜
面
で
の
草
刈
り
用
機
械
を
改
良

し
、
根
株
も
強
力
な
回
転
刃
で
粉
砕
で
き

る
も
の
で
す
。
傾
斜
地
で
も
操
作
者
の
安

全
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
30
度
を
超

え
る
急
傾
斜
地
で
は
使
用
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
先
進
性
を
感
じ
る
魅
力
あ

る
機
械
で
し
た
。

　

四
国
の
森
林
総
合
監
理
士
が
多
数
集

傾斜が急なので手元足元に注意して植樹



ま
っ
た
会
合
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
状
や
課
題
な
ど
の

情
報
を
共
有
し
、
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

で
、
森
林
総
合
監
理
士
の
果
た
す
役
割

を
明
確
化
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
の
四
国
の
森
林
・
林
業
の

課
題
解
決
に
向
け
、
森
林
総
合
監
理
士
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
意
見

交
換
や
情
報
共
有
等
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
山
も
っ
と
ジ
ョ
ー
ジ
」
の
実
演

砂
防
・
治
山
現
地
見
学
会
の

実
施

〈
治
山
課
〉

　

昨
年
12
月
23
日
と
24
日
に
高
知
県
安
芸

郡
北
川
村
の
奈
半
利
川
流
域
に
お
い
て
、

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
四
国
山
地

砂
防
事
務
所
と
四
国
森
林
管
理
局
と
の
合

同
の
現
地
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
砂
防
・
治
山
双
方
の

事
業
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
四
国
山
地
砂
防
事
務
所
か
ら

技
術
副
所
長
を
は
じ
め
８
名
、
四
国
森
林

管
理
局
か
ら
森
林
管
理
署
等
の
若
手
職
員

を
中
心
に
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
奈
半
利
川
流
域
は
高
知
県
東

部
に
位
置
し
、
平
成
23
年
台
風
６
号
の
豪

雨
に
よ
り
山
腹
崩
壊
と
大
規
模
な
土
石
流

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
下
流
域
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

四
国
地
方
整
備
局
と
四
国
森
林
管
理
局
が

お
互
い
に
協
力
し
、
復
旧
工
事
を
行
っ
て

い
る
箇
所
で
す
。

　

１
日
目
の
四
国
地
方
整
備
局
が
実
施
す

る
大
谷
川
直
轄
砂
防
事
業
地
に
お
い
て

は
、
四
国
山
地
砂
防
事
務
所
の
長
尾
貴
史

建
設
監
督
官
か
ら
事
業
計
画
や
進
捗
状
況

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
完
成
す
る
と
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
堰
堤
と
し
て
は
日
本
最
大

と
な
る
奈
半
利
川
３
号
砂
防
堰
堤
を
見
学

し
ま
し
た
。
次
に
、
後う

し

ろロ
山
国
有
林
の
山

腹
工
の
治
山
事
業
地
で
は
、
安
芸
森
林
管

理
署
の
黒
岩
厚
二
総
括
治
山
技
術
官
か
ら

事
業
概
要
や
工
種
・
工
法
の
選
定
理
由
、

工
事
の
実
施
中
に
困
難
だ
っ
た
点
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
四
国
内
で
行
わ
れ
て

い
る
砂
防
事
業
と
治
山
事
業
の
現
在
の

取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
対
策

の
情
報
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
た
な
取
組
は

大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
質
問
が
飛

び
交
い
互
い
の
事
業
内
容
を
知
っ
て
い
く

大
谷
川
直
轄
砂
防
堰
堤
の
見
学

後
口
山
国
有
林
山
腹
工
の
見
学

意
見
交
換
会

グリーン四国№ 1199
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物
部
地
区
文
化
展
に
出
展

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
11
月
16
日
と
17
日
に
香
美
市
物
部

町
の
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
、
第
60

回
物
部
地
区
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
色
々
な
サ
ー
ク
ル
団
体
の
活
動
報
告

や
作
品
展
示
、
森
林
組
合
の
展
示
即
売
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス
で

は
、
木
工
教
室
や
緑
の
募
金
、
シ
カ
捕
獲

囲
い
わ
な
「
こ
じ
ゃ
ん
と
１
号
」
の
展
示

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
午
前
中
は
、
来
場
者
が
少
な

め
で
子
供
の
姿
も
見
え
ず
、
ど
う
な
る
こ

と
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に

家
族
連
れ
が
増
え
、
木
工
教
室
で
職
員
の

指
導
の
も
と
、
好
み
の
色
塗
り
や
飾
付
け

を
し
、
卓
上
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
壁
掛

け
作
り
を
楽
し
む
親
子
で
一
杯
に
な
り
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
前
日
の
評
判
が
広
ま
っ

た
の
か
、
多
く
の
家
族
が
来
て
、
延
べ

１
０
０
人
に
木
工
品
作
り
等
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
前
日
と
別
の

作
品
を
作
り
た
い
と
、
２
日
続
け
て
来
ら

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

卓
上
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
使
用
し
た

大
王
松
の
巨
大
な
松
ぼ
っ
く
り
を
見
て
、

「
こ
ん
な
大
き
い
松
ぼ
っ
く
り
初
め
て
見

た
」
と
驚
か
れ
る
方
が
い
ま
し
た
。
孫
の

た
め
に
と
、
松
ぼ
っ
く
り
の
傘
一
枚
一
枚

に
熱
心
に
飾
付
け
を
さ
れ
る
お
ば
あ
さ
ん

も
い
ま
し
た
。

��
ま
た
、
シ
カ
被
害
に
悩
ん
で
い
る
地
元

の
方
が
、「
シ
カ
は
可
愛
い
顔
を
し
て
る
け

ど
、
困
っ
た
わ
り
こ
と
し(

悪
戯
者)

や

き
ね
え
」
と
、
リ
ア
ル
な
シ
カ
模
型
が
捕

ま
っ
て
い
る
「
こ
じ
ゃ
ん
と
１
号
」
を
興

味
深
げ
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

高
知
中
部
署
は
、
今
後
も
地
元
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

木工教室

過
程
で
、
同
じ
国
土
の
保
全
を
図
る
対
策

を
行
っ
て
い
る
中
で
共
通
の
課
題
等
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
考
え
方
や
今
後

の
方
針
を
共
有
し
た
こ
と
は
有
意
義
で
し

た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
「
砂
防
事
業
と

治
山
事
業
の
目
的
や
構
造
の
違
い
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
規
模

の
大
き
さ
に
驚
い
た
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組

例
は
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
活
か
せ
そ
う

だ
」「
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
バ
ッ
ク
ホ
ウ

が
稼
働
し
て
い
る
様
子
を
是
非
見
て
み
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
四
国

山
地
砂
防
事
務
所
か
ら
は
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
取
組
を
行
い
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
他
事
業
に
関

す
る
情
報
共
有
や
、
若
手
職
員
の
技
術
の

向
上
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
、
地
域
の

安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

グリーン四国№ 1199
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警
察
署
・
消
防
署
と
の
合

同
山
岳
救
助
訓
練
を
実
施

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

嶺
北
森
林
管
理
署
と
高
知
東
警
察
署
、

嶺
北
消
防
署
の
３
署
で
、
高
知
県
本
山
町

の
竜
王
山
周
辺
に
あ
る
仁
尾
ヶ
内
山
国
有

林
に
お
い
て
合
同
山
岳
救
助
訓
練
を
昨
年

12
月
５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
で

山
岳
遭
難
の
発
生
率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化
、

山
岳
地
区
で
の
活
動
、
通
信
機
器
の
取
扱

い
な
ど
の
円
滑
化
を
図
り
、
遭
難
者
を
速

や
か
に
発
見
・
救
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
実
施
箇
所
は
、
登
山
者
が

多
い
山
で
の
歩
道
や
林
内
状
況
な
ど
を
把

握
し
た
い
と
警
察
署
と
消
防
署
か
ら
要
望

が
あ
り
、
高
知
県
天
然
記
念
物
の
「
紅
蓮

石
」
や
白
石
神
社
の
ほ
こ
ら
が
祭
ら
れ
て

い
る
「
ユ
ル
ギ
岩
」
な
ど
の
登
山
口
で
あ

る
仁
尾
ヶ
内
山
国
有
林
と
し
ま
し
た
。

　

警
察
署
10
名
、
消
防
署
６
名
、
森
林
管

理
署
15
名
の
計
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

警
察
署
員
や
消
防
署
員
は
山
に
不
慣
れ
な

た
め
、
当
署
職
員
が
「
森
林
内
で
の
捜
索

の
留
意
点
」
と
し
て
林
道
走
行
時
や
林
内

歩
行
時
の
安
全
対
策
、
携
帯
電
波
発
信
機

（
発
信
す
る
電
波
を
捜
索
ヘ
リ
か
ら
探
知

で
き
る
装
置
）
の
概
要
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
方
策
な
ど
の
講
義
を
行
い
、
現
地
へ
出

発
し
ま
し
た
。

　

時
折
り
小
雪
が
混
じ
る
寒
い
中
、
現
地

本
部
の
設
置
、
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
飛
行
を

行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
ド
ロ
ー
ン
班
と
捜
索
班
に
分
か

れ
、
遭
難
者
か
ら
「
下
山
途
中
に
足
を
負

傷
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
」
と
の
通
報
を

受
け
た
想
定
の
も
と
、
ま
ず
ド
ロ
ー
ン
班

が
遭
難
者
の
捜
索
を
始
め
ま
す
。
ド
ロ
ー

ン
班
は
、
橙
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
い

る
遭
難
者
が
発
煙
筒
を
焚
く
と
い
う
情
報

に
よ
り
、
橙
色
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
発
煙
筒

の
煙
を
目
印
に
捜
索
し
ま
す
。
遭
難
者
を

発
見
し
た
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
記
録
か

ら
遭
難
者
を
撮
影
し
た
位
置
座
標
を
算
出

し
ま
す
。
捜
索
班
は
、
遭
難
者
の
位
置
座

標
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
機
へ
入
力
し
、
そ
の
画

面
を
確
認
し
な
が
ら
遭
難
者
を
捜
索
し
ま

す
。
声
掛
け
に
答
え
た
遭
難
者
を
発
見
。

警
察
署
員
が
遭
難
者
の
容
体
・
身
元
確
認

を
行
い
、
消
防
署
員
が
救
助
し
下
山
さ
せ

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
遭
難
者
の
着
衣
や

発
煙
筒
の
煙
、
捜
索
班
の
活
動
状
況
を
確

「
こ
じ
ゃ
ん
と
１
号
」
の
展
示
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白
髪
山
の
知
識
を
深
め
る

勉
強
会
を
実
施〈

嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

高
知
県
本
山
町
に
所
在
す
る
白
髪
山
の

知
識
を
深
め
る
た
め
、
昨
年
12
月
10
日
に

白
髪
山
で
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
四

国
森
林
管
理
局
Ｏ
Ｂ
の
山
下
幸
利
さ
ん
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
石
垣
英
司
四
国
森

林
管
理
局
長
、
福
吉
修
二
嶺
北
森
林
管
理

署
長
ほ
か
職
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

白
髪
山
は
、
天
然
ヒ
ノ
キ
の
美
林
で
知

ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
日
本
森
林
学
会

か
ら
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
訪
れ
た
「
八は

っ

た

ん

な

ろ

反
奈
路
」
は
白
髪
山

の
中
腹
に
位
置
し
、他
に
類
を
見
な
い
「
根

下
が
り
ヒ
ノ
キ
」
群
が
生
育
し
て
お
り
、

高
知
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。「
根
下
が
り
ヒ
ノ
キ
」
と
は
、
樹
木

の
腐
っ
た
株
等
の
上
に
ヒ
ノ
キ
の
種
が
落

ち
、
株
の
腐
朽
と
と
も
に
ヒ
ノ
キ
が
成
長

を
続
け
、
そ
の
根
が
地
面
ま
で
下
が
っ
て

い
き
、
空
洞
を
作
っ
た
も
の
で
す
。

　

「
根
下
が
り
ヒ
ノ
キ
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
名
前
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
下
さ
ん
に
は
、
名
前
の
由
来

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
輪
廻
転
生
」
と
名
付
け
ら
れ

た
ヒ
ノ
キ
は
、
生
物
の
生
ま
れ
変

わ
り
を
繰
り
返
す
と
い
う
仏
教
用

語
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
生
命
の

巡
り
と
命
名
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
区
域
を
代
表
す
る
ヒ
ノ
キ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
似

た
根
を
も
つ
こ
と
か
ら
「
タ
ツ
の

お
ん
ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
た

ヒ
ノ
キ
は
、
推
定
樹
齢
８
０
０
年

の
大
木
で
す
。
こ
の
「
タ
ツ
の
お

ん
ち
ゃ
ん
」
が
あ
る
箇
所
は
、
ア

ジ
ア
で
唯
一
、
地
質
に
よ
っ
て
育
つ
植
物

が
違
う
と
教
科
書
的
に
は
っ
き
り
と
分
か

る
場
所
で
あ
る
と
、
山
下
さ
ん
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
推
定
樹
齢
６
０
０
年
、
樹

高
約
45
ｍ
、
根
下
が
り
高
２
８
５
㎝
と
存

在
感
の
あ
る
「
根
下
が
り
の
王
様
」
な
ど

も
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

白
髪
山
の
「
根
下
が
り
ヒ
ノ
キ
」
は
、

特
徴
的
な
姿
を
し
て
お
り
、
樹
皮
に
着
生

す
る
リ
ョ
ウ
ブ
や
ヤ
マ
グ
ル
マ
な
ど
か
ら

も
生
命
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 輪
廻

転
生

認
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
冬
季
の
森
林
内

で
の
捜
索
活
動
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
受
信
機
が
訓
練
中
に
不
具
合
と
な
っ

た
と
い
う
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

当
森
林
管
理
署
管
内
は
、
工
石
山
や
白

髪
山
な
ど
の
有
名
な
山
が
あ
り
、
登
山
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、
山
岳
遭
難
や
大
規
模

災
害
に
備
え
、
今
後
も
３
署
の
連
携
を
密

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

輪廻転生根下がりの王様

タ
ツ
の
お
ん
ち
ゃ
ん
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「
炭
焼
き
体
験
」

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西
小
学
校
の
４

年
生
19
名
を
対
象
に
し
て
、
森
林
環
境
教

育
を
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
１

月
16
日
に
最
終
回
（
第
６
回
）
と
し
て
、

身
近
な
材
料
を
使
っ
た
簡
易
な
方
法
で
の

炭
焼
き
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

炭
の
種
類
や
利
用
方
法
、
炭
の
特
性
を

は
じ
め
に
説
明
し
、
炭
焼
き
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
達
は
ブ
リ
キ
缶
に
思
い
思
い
の

物
を
入
れ
、
隙
間
に
は
モ
ミ
殻
を
詰
め
て
、

た
き
火
の
中
へ
並
べ
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
に
包
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
が
炭
に
な
る

か
ど
う
か
も
、
同
時
に
実
験
し
ま
し
た
。

　

約
30
分
後
に
ブ
リ
キ
缶
を
開
け
る
と
、

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
、
爪
楊
枝
飾

り
、
折
り
紙
な
ど
が
「
炭
」
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
皮
の
表
面
だ

け
が
黒
く
焦
げ
「
炭
」
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ほ
く
ほ
く
の
「
焼
き
芋
」
に

な
り
ま
し
た
。

　

炭
に
な
る
ま
で
の
時
間
で
は
、
色
々
な

炭
の
実
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
万
力
に
挟

ん
で
ノ
コ
ギ
リ
で
切
る
実
験
で
は
、
黒
炭
、

オ
ガ
炭
、
竹
炭
は
ス
パ
ッ
と
切
れ
た
の
に

対
し
、
白
炭
は
堅
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

白
炭
の
備
長
炭
を
木
の
バ
チ
で
叩
く
と

「
チ
ン
チ
ン
」
と
綺
麗
な
金
属
音
が
す
る
の

で
、
児
童
達
が
即
席
の
ミ
ニ
演
奏
会
を
し

ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
児
童
の
代
表
か
ら
「
森
林

の
大
切
さ
な
ど
を
体
験
活
動
を
通
し
て
１

年
間
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
が
あ
り

ま
し
た
。

　

児
童
の
感
想
や
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
教
職
員
と
の
話
の
中
か
ら
推
測

す
る
と
、
森
林
環
境
教
育
を
重
ね
る
に
連

れ
、
児
童
達
は
森
林
の
大
切
さ
の
理
解
や

自
然
へ
の
興
味
が
湧
い
た
よ
う
で
す
。
森

林
や
木
と
親
し
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
木
材

利
用
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

同
校
か
ら
来
年
度
も
継
続
し
て
欲
し
い

ブ
リ
キ
缶
に
詰
め
て
炭
に
し
て
み
よ
う

と
の
要
望
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て

森
林
環
境
教
育
へ
の
取
組
を
決
意
新
た
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

簡易な炭焼きの様子

木
の
実
な
ど

爪
楊
枝
飾
り

折
り
紙

炭になったよ
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１
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
、

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
森
林
技
術
総
合

研
究
所
に
て
中
央
研
修
「
情
報
処
理
（
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
技
術
者
養
成
）
研
修
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
事
務
・
業
務
を
効
率
的

に
実
施
す
る
た
め
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
高
度

な
活
用
・
運
営
管
理
に
つ
い
て
の
知
識
と

技
術
の
習
得
が
目
的
で
、
全
国
の
森
林
管

理
局
等
か
ら
13
名
の
国
有
林
職
員
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

国
有
林
で
は
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
国
有

林
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
国
有
林

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」）
を
導
入
し
て
お
り
、
日
々
の
業

務
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る
要

望
や
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
で
業
務
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
・
活
用
例
な

ど
を
事
前
に
レ
ポ
ー
ト
で
提
出
し
、
お
互

い
の
レ
ポ
ー
ト
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
最
終
日
に
行
わ
れ
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際
、
参
考

資
料
と
し
て
も
使
用
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
国
有

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
、
各
局
か

ら
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ
の
問
合
せ
と
そ
の

対
処
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
開
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
た
国
有
林
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
活
用
事
例
を
、
実
際
に
国
有
林
Ｇ

Ｉ
Ｓ
を
操
作
し
な
が
ら
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
外
部
講
師
の
長
野
県
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
の
戸
田
主
任
研
究
員
が
考

案
し
た
「
Ｃ
Ｓ
立
体
図
」
を
用
い
た
地
形

判
読
の
実
習
を
受
け
ま
し
た
。
隣
接
す
る

多
摩
森
林
科
学
園
に
移
動
し
、
専
用
の
ア

プ
リ
と
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
個

人
の
ス
マ
ホ
を
使
い
、
現
地
の
地
形
と
Ｃ

Ｓ
立
体
図
を
見
比
べ
ま
し
た
。
立
木
が
あ

る
と
気
づ
き
に
く
い
小
さ
な
谷
や
崩
壊
が
、

色
付
け
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｓ
立
体
図
」
を
使
用

す
る
こ
と
で
容
易
に
判
別
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し

た
業
務
改
善
モ
デ
ル
の
作
成
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
多
か
っ

た
意
見
は
、
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
情
報
共
有
を
し
や
す
く
し
た
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

他
局
の
同
じ
業
務
を
担
当
す
る
者
が
多

く
参
加
し
て
お
り
、
業
務
情
報
を
交
換
で

き
た
こ
と
も
大
き
な
糧
に
な
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
成
果
の
発
表

実
習




